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１．はじめに 

特殊相対性理論の「光速度不変原理」を

Michelson-Morley の実験に沿い，検証を行

う．そこから導き出される数学的結論から 

Michelson の干渉計を用いた光量子存在確

認の方法を考察する． 

２．「波動＝光速度可変」と「粒子＝光速度

不変」 

特殊相対性理論の Michelson-Morley の

思考実験に，光の波動の伝搬と，質量零・

速度c の仮想粒子（光量子）の走行を適用

する．ここで用いる cvl ,,  は鏡面と観

測点の距離，地球の公転速度，光速であり

2 つの座標系 SS ′, で記述される．それぞれ

の走行関係を表１に示す． 

粒子の走行ついては⑤，⑥，⑦，⑧式

cl /2 となり「粒子（光）速度不変．」これ

は慣性座標系の Newton-Galilei 変換である． 

波動については①，②，③，④式は座標

系の速度に依存し「光速度可変」である． 

③，④式の一致は 
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この一致にローレンツ収縮は不要である．

これを図 1,2 に示す． 

３．光量子存在確認  

 波動および粒子の走行の違いから光量子 

の存在を確認する思考実験を考える． 

(1) ISS(国際宇宙ステーション)における

Michelson-Morley の実験． 

 (2)宇宙空間暴露状態で，地球公転接線方向

に水平方向を同期させる． 

 (3)光が粒子（光量子）であれば，水平・垂

直鏡面到着，観測点帰着は同時刻である． 

 (4)光が波動であれば水平・垂直鏡面到着時

刻が不一致，観測点帰着は同時刻である． 

この実験は光の波動，粒子の検証の 1 つの 

手段となる． 

   

 
１０．波動と粒子の走行の比較

wave S S’ particle S S’

vertical ① ③ vertical ⑤ ⑦

horizontal ② ④ Horizontal ⑥ ⑧
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表１：M-M実験における波動粒子の比較

③，④式は相対性理論における，M-M実験式である

⑤，⑥式はｔで解くと⑦，⑧式に移行，互換同値である．

①，②式は媒質を伝搬する光に対応する，M-M実験式である
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１４ 新たな数式の展開とその結果 ２
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１３ 新たな数式の展開とその結果 １

 

Table1: Wave & Particle Time 

Fig1:Wave Running Horezontal 

Fig2: Wave Running 
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